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【目的】シトルリン化ペプチドは関節リウマチ(rheumatoid arthritis, RA)の自己抗原として
重要である。cellular fibronectin (cFn)は RA患者の関節液や滑膜で増加することが報告され
ており、今回シトルリン化 cFn (Cit-cFn)を同定し、RA の病態形成における役割を考察する
ことを目的とした。
【方法】活動性 RA患者 25例、コントロール（変形性関節症）患者 7例の関節液、12例の活
動性 RA 患者の血漿を用いて Cit-cFn は cFn 測定 ELISA キットおよび Senshu 抗体
（anti-modified citrulline detection kit）を組み合わせて定量した。さらに、Cit-cFnの存在
をアガロース結合抗 cFn 抗体と Senshu 抗体による immuneprecipitation (IP)–Western 
blottingによって解析した。
【結果】ELISA により定量した RA 患者関節液（RASF）中の Cit-cFn レベルは Control 群
の関節液(OASF)と比較して RASF で有意に高値であった。また、RASF 中の Cit-cFn は
IP-Western blotting法によっても同定された。一方、cFnは RA患者の血漿中に検出された
が、Cit-cFnは RA患者血漿中には検出されなかった。なお、RA関節液中の Cit-cFnレベル
と関節液中抗シトルリン化ペプチド抗体価や関節液中総 cFn レベルとの間には有意な相関関
係は認めなかった。
【結論】RA節液中にシトルリン化 Cfnが存在することを ELISAおよび IP-Western法によ
り明らかにした。RA関節液中の Cit-cFnレベルは血漿より有意に高く、cFnのシトルリン化
は RA関節内で起こっている可能性が示唆された。
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